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第 5 章では、試作超電導TMolO モード空胴共振器の低入力レベルでの特性 (3.8Gz，1. 40 K ， Qo-






の冷却のきいの問題点を整理しその解決法を示した。 (ii )超電導化に伴って非常に Q値が高くなる共
振器の無負荷Q値を、高速掃引法によって簡便かつ正確に測定する方法を確立した。 (ii i )外部帰還形
発振器の発振の動作点の決定、ヒステリシスおよび立ち上がり現象の定量的説明を正確かつ容易なら
しめる、見通しのよい一般的な解析法を創案した。これによって非常に高い Q値を持つ超電導共振器
に安定に高周波電力を給電することに成功している。 (iv) 上記の成果を総合して我が国で初めて超
電導空胴共振器による電子の加速に成功した。
このように本論文は最近脚光を浴びつつある超電導マイクロ波電子工学の進歩に寄与するところ大
であり、博士論文として価値あるものと認める。
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